
                                                 

                                  
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
多様な価値観や環境配慮の理解を深める次世代教育プログラム 

 「みんなにやさしいパブリックトイレを考えよう！」を開発 

全国の小学校高学年を対象に１１月５日から募集開始 
－東京 2020 参画プログラム認証－ 

2018 年 11 月１日 

Ｃ Ｓ Ｒ 

ＴＯＴＯ株式会社（本社：福岡県北九州市 社長：喜多村 円）は、次世代教育の一環として、多  
様な価値観や環境配慮の理解を深めるための次世代教育プログラム「みんなにやさしいパブリック 
トイレを考えよう！」の募集を全国の小学校高学年を対象に11月5日から開始します。 
 なお、本プログラムは、東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会の東京2020参
画プログラムに認証されています。 
 ＴＯＴＯは、従来より節水など「環境」をテーマとした教育プログラムを活用し、北九州と首都圏の小

学校を対象に出張授業など次世代教育活動を行ってきました。今回新たなプログラムとして、「多様

な価値観」や「環境」、「障がい者への配慮」などの理解を深めることを目的に“パブリックトイレ”を題

材とした新教材を開発しました。 
 このプログラムは、学校の先生に授業を進めていただく提供型の教材でありながら、TOTO社員が

テレビ電話や郵送の形式で授業の一部を遠隔サポートできる仕組みを取り入れています。この仕組

みによって、出張授業では対応が困難であった地域の学校に、接触機会を提供することができ、ひ

とりでも多くの子どもたちの意識向上に努めます。 

 ＴＯＴＯは、「グローバル環境ビジョン」のもと、これからもより良い未来の社会を目指して、「きれい 
と快適」「環境」「人とのつながり」をテーマとし、次世代育成を含むさまざまな社会貢献活動を推進  
していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

■プログラム概要 

◆対象   小学校高学年 

◆関連する教科 

・総合学習、道徳、オリンピック、パラリンピック教育。 

・社会「わたしたちの生活と環境」（5 年）「世界の中の日本」（6 年） 

理科「流れる水のはたらき」（4 年）「地球に生きる」（6 年）など 

での発展学習として。 

◆ねらい 

①パブリックトイレを題材に、公共整備の課題やそれを解決する 

 方法を学ぶ。（清潔・誰にとっても使いやすい・環境配慮など） 

②文化や身体的特徴の異なる人でも使いやすいトイレを考える 

  ことで、多様性の理解、関心を深める。 

③オリンピック、パラリンピックなど、トイレ以外にも学習を活かせ  

 る場があることを知り、継続的な学習、具体的な取り組みへの 

 関心を深める。 

◆授業形態 

①教材の提供・授業実施サポート（全国対象） 

②出張授業（北九州地区・首都圏対象） 

 



                                                 

 

教材および授業ガイドの配布 実験教材の貸出し 授業実施サポート 

  

 

指導案やワークシート、授業のアレ

ンジの例、用語解説などを掲載し

た授業ガイドと、必要なスライド資

料を無料で配布します。 

パブリックトイレについて学習を深

めるための実験キットを授業を実

施いただける学校に無料で貸出し

します。 

授業内で児童が考えた「みんなに

やさしいパブリックトイレ」について

インターネットを利用したテレビ電

話にて、TOTO 社員がコメントしま

す。また、直接会話を行わない場

合でも、お送りいただいたワークシ

ートにＴＯＴＯ社員のコメントをつけ

て返送いたします。 

 

 

 

15 分 

私たちの生活とトイレ 
家庭でのトイレの位置づけを再確認し、家庭以外で使用する 

「パブリックトイレ」について、違いを考える。 

30 分 

パブリックトイレについて考えよう 
パブリックトイレは多くの人が頻繁に使うため、様々な配慮や工夫が 

必要である。特に「清潔であること」「誰にとっても使いやすいこと」 

「環境にやさしいこと」の 3 つについてどのような工夫ができるか、 

クイズや実験を交えながら学習する。 

35 分 

みんなにやさしいトイレを考えよう！ 
オリンピック、パラリンピックの際には多くの国、地域から多様な人が     

来日するため、今よりももっと誰にとっても使いやすいパブリックトイレ 

が必要なことを問題提起。授業で学習したことを活かし、どのような 

パブリックトイレがあったらいいかを相手の立場に立って考え、発表する。 

10 分 

わたしたちにできることはなんだろう？ 
授業の振り返りとともに、授業で学習した多様性の尊重、環境への 

配慮などは、パブリックトイレだけではなく、普段の生活でどのように 

活かせるかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018 年 6 月～8 月 ロンドン展 
 

■教材の内容 

■「みんなにやさしいパブリックトイレを考えよう！」授業内容（45 分×2 コマ=90 分） 

導入 

発展 

発表 

まとめ 

■教育プログラムのお申し込み・お問い合わせ 

◆募集期間：2018 年 11 月 5 日（月）～2019 年 3 月 31 日(日) 

        ※定員に達し次第、教材や授業サポートを締め切らせていただきます。  

◆申し込み・お問い合わせ 

   「みんなにやさしいパブリックトイレを考えよう！」授業支援事務局（NPO 早稲田環境教育推進機構内） 

    ・申し込み：  右記の URL よりお申し込みください。 http://we-npo.main.jp/study/toto.html 

    ・お問い合わせ：  we-npo@lt.main.jp      
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